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【短報】ムナビロアトボシアオゴミムシ北関東と佐
渡の記録

ム ナ ビ ロ ア ト ボ シ ア オ ゴ ミ ム シ Chlaenius 
tetragonoderus Chaudoir,1876 は日本では本州・四国・
九州・南西諸島に分布し，南方では個体数が多い．
関東地方では房総半島，伊豆御蔵島などで記録が
ある（奥村，1968）．筆者も房総半島，伊豆諸島の
新島，神津島で採集しているが，今回北関東の栃木・
群馬県境で採集したので報告する．両県ともこれ
まで記録はなかったものである．本種はほぼ海岸
沿いに分布している（奥村 , 1968）とのことであ
るが，地球温暖化に伴い分布を拡大させているこ
とも考えられる．

2♀, 2~5. IX. 2015, 栃木県足利市小俣町白葉峠（標
高 270 ｍ）（図 1）．

1 ♀ ,  2 ~ 5 .  I X . 
2015, 群 馬 県 桐 生
市菱町白葉峠（標
高 220 ｍ ）， い ず
れも須田亨採集．

いずれの採集地
でも，落葉広葉樹
林の斜面に設置し
た紫外線 LED ライ
ト付きの FIT に落
ちたものである．

また，手持ちの
標本を調べていた
ところ，新潟県佐
渡 市（ 当 時 の 両
津市）で採集した
個体を確認したの
で合わせて報告す

る．なお，新潟県ではすでに黒川から記録されて
いる（奥村，1968；土生・馬場，1972）.

1♂, 24~25. IX. 1989, 新潟県両津市（標高 150 m），
須田亨採集 . 

これはベイトトラップにより採集したもので，
テネラル個体である．

本種の頭部と前胸背板は緑色の光沢を持つが，
各地の標本を改めて比較してみると，奄美大島産
の個体群が特に青みの強い緑色であることが判明
した．森田誠司氏からの私信では，同島に加えて
鹿児島県甑島列島の個体群も同様とのことであっ
た．また，九州の他産地の個体がそれに次いで青
みが強かった一方で，西表島産の多くは暗い銅色
を帯びていた．しかし他の多くの個体について見
ると，産地による明確な差異は認められなかっ
た . 今回は標本数が少ないので傾向などはわからな
いが，栃木県産の 1 頭は銅色を帯びた緑色，他の 1
頭と群馬県産は平均的な緑色，佐渡産は九州産と
同程度の美しい緑色であった．

最後に，発表にあたりいろいろとご教示をいた
だいた森田誠司氏に厚くお礼申し上げる．
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図1．ムナビロアトボシアオゴミム
シ（♀）．


